
笛吹市教育委員会会議録 

 

1 開会及び閉会に関する事項並びにその年月日時 

会 議 名 ：令和 5年度 6月定例会 

開 催 日 ：令和 5年 6月 5日 

開会時間：午後 2時 00分 

閉会時間：午後 3時 40分 

開催場所：笛吹市役所市民窓口館 302・303会議室 

 

２ 出席及び欠席委員の氏名 

出席者：教育長          望月 栄一 

     教育長職務代理   飯田 多惠子 

教育委員      内田 淳  

教育委員           久保田 一男 

教育委員      高野 仁美 

教育委員      中島 知晴 

  

３ 委員及び傍聴人を除く議場に出席した職員の職氏名 

出席者：教育部長       太田 孝生 

教育総務課長     手塚 克巳 

学校教育課長     久保田 雄 

学校教育課指導主事  黒澤 宏至 

    学校教育課指導主事  日原 博人 

    生涯学習課長       荻原 昭 

文化財課長      望月 和幸 

    図書館長       吉岡 浩 

    教育総務課総務担当  田中 政人 

〃      宮川 友美 

 

4 他部署より出席した長及びその事務局部の職員の職氏名 

出席者：なし 

 

５ 教育長等の報告の要旨 

教 育 長：5月 13日から 6月 5日までの事業報告 

教育総務課：5月 15日から 5月 23日までの事業報告 

学校教育課：学校行事について 

      ICTの整備について 



      その他 

生涯学習課：5月 13日から 5月 31日までの事業報告 

文化財課：5月 17日から 5月 20日までの事業報告 

      釈迦堂遺跡博物館の事業報告 

図 書 館：5月 24日から 5月 31日までの事業報告 

 

６ 議題となった動議を提出した者の氏名 

なし 

 

７ 議会に付した議案、議事の概要、議決事項 

 

報告第 2 号：令和 5年笛吹市議会第 2回定例会提出議案等について 

太 田 部 長：資料に基づき説明 

報告第 2 号：全員了知 

 

議案第 4 号：令和 6年度県教育施策及び予算に関する要望書について 

久保田課長：資料に基づき説明 

内 田 委 員：スクールソーシャルワーカーの配置数と利用状況について教 

えてほしい。 

久保田課長：今年度スクールソーシャルワーカーは 3名の配置となる。 

内 1名の配置が決まらないまま今年度が始まった。 

利用状況については、把握しきれていない部分もあるが、比 

較的、夕方から夜にかけてかなり遅くまで仕事していること 

は承知している。 

内 田 委 員：どの程度不足しているのか要望するにあたり、実態の把握が 

必要ではないか。 

日原指導主事：昨年度は今年と同じ 3名の配置で、利用状況を把握している 

       ので、考察していきたい。 

久保田委員：教員の数が減り、今年度も配置が間に合うかの問題があった。 

定数の改善や、学生をどのように集めるかを国へ要請してく 

ことが大事だと思うが、人的に配置が増えればよいわけで 

もなく、質の低下を招いてしまい、実際望むようなことがで 

きるか心配もある。 

久保田課長：根本的な部分はそこだと思う。それも含め要望していく。 

久保田委員：県への要望 8番について、「石和こすもす教室」の例をあげ 

ると、私が勤務していた頃は、高校経験者の先生が必ず 1人 

いた。中学生の不登校が多く、高校へは行きたい思いがある 



子たちだったため、高校のリアルな話を聞ける環境はとても 

効果があった。 

久保田課長：ステラを利用する保護者の中には、高校進学や卒業後を心配 

される方がいる。今後、参考にしながら考えていきたい。 

望月教育長：人材確保の部分で、都市教育長会でも、採用計画についての 

要望を県教育委員会に出した。定年に満たない若年層の退職 

数が非常に増えたことにより、採用数と退職数に差が生じ、 

教員不足となっている。来年度から 1年定年延長となり、小 

学校の募集人員も増えたが、受験者数の問題もあるので、今 

すぐに解消できるかは分からないため、県に対応をお願いし 

ている。 

ステラについては、昨年度通っていた中学生全員が進学した。 

現在、中学校教員経験者が支援していて、日原指導主事も昨 

年度、進学に関する相談等の対応をした経験があるので、今 

後も携わっていければと思う。 

中 島 委 員：スクールカウンセラーについて、不足の原因は、人的な部分 

か財政的な部分なのか。常に話を聞いてもらえる環境が整備 

されてさえいれば、不登校になる手前で防ぐことができると 

思うので、力をいれていただきたい。 

久保田課長：人的・財政的な面でいえば、おそらく両方である。スクール 

カウンセラーの資格は様々あり、持っている資格によって行 

える内容が異なってくる。また、財政的な部分では、苦しい 

状況が続き、配置人数が増えても勤務時間が減ったことも聞 

く。 

しかし、どの学校からもスクールカウンセラーの配置をして 

いただきたいとの要望があるので、現状を聞く中で、一緒に 

どうしたらいいのか提言できればと思う。 

望月教育長：中学校については、相談時にスクールカウンセラーに来ても 

らい、常駐ではないが全校配置である。小学校については、 

全校配置ではなかったが、要望していくなかで、全ての学校 

に来てもらう話に繋がってきている。しかし課題もあり、１ 

つ目は、常駐配置の問題、もう１つはスクールカウンセラー 

のカウンセリング時間数の問題。両方を国や県に働きかけて 

いきたいと思う。 

議案第 4 号：全員了知 

 

 



８ 教育長が必要と認める事項（議事資料）  

なし 

 

 

議事録署名 

        笛吹市教育委員会 教 育 長                

 

               教 育 委 員                

 

               教 育 委 員                

 

                  作 成 職 員                


